
交流と起業・事業運営支援事業 【長野県飯田市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題
事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３,９００ 千円

交付金額 １,９４０ 千円

事業番号 ３

「女性起業・公益活動相談事業」では、スタートしたばかりの事業の安
定化が図られたり、収入の安定に向け具体的な考えを整理ができた。

「いいだ女性起業家養成講座」では、最終的に事業計画を発表し、イ
メージだけであった自身の構想を具体化することができた。

「事業スキルアップ講座」では、活動の法人化に向け具体的な検討を
始める団体が出てきた。

「働く女性のための交流会」では、様々な働き方をしている人と話がで
き視野が広がった等、自分自身を見つめ直し、自分の可能性を模索
する機会となった。

女性が地域で活躍できる社会づくりは、行政だけが担うものではなく、
各種の事業実施を通じて、多種多様な民間支援者を開拓し、支援者側
のスキルアップも図ることも重要。そのうえで、女性自身が自らの課題
にあった支援者を選ぶなど、自分の力でキャリア形成を図る機会につ
なげていくことが重要と考える。

（公財）南信州・飯田産業センターや飯田商工会議所が取り組む、起
業や就業に関する各種セミナーとも連携し、起業や就業を目指す女性
、市民活動やNPO法人活動を行う女性へ、必要な情報を提供した。

長野県内各地で活躍する女性起業家で構成される団体「暮らす
room's」とも連携し、支援体制構築に必要な専門家の発掘を行った。

就業や起業を志向する女性向けのセミナー、起業相談、起業志向者の
ネットワークを広げる交流会、起業家養成講座を実施した。
女性が参画する市民活動団体、NPO法人等や、女性起業家を対象に、
事業運営に必要なスキルアップ研修を実施した。

起業女性の他、働く女性や、再就職を希望する女性も含めた交流会を実
施し、情報交換や必要な情報提供を行った。

上記のような女性活躍に向けた多様な切り口の事業を、今後も継続的に
実施できるよう、地域の中から支援ができる人材の発掘を目指した。

当市における民間企業の雇用者の各役職段階に占める女性の割合（
2021年）は係長相当職28.1％、課長相当職19.4％、部長相当職12％と
全国と比較すると高い数値であるが、国が2025年を期限として設定す
る成果目標には及んでいない。この背景には、「家事育児等の制約に
加えて、女性自身が昇進、昇格を望まず、仕事に消極的である」という
実態調査の結果がある。更に、地域の人口動態では、10 歳代後半か
ら 20 歳代前半までの若年層の人口流出が顕著で、特に、当地域へ
戻ってくる者の割合は、男性よりも女性の方が低い状況である。

令和５年３月に策定した第７次飯田市男女共同参画計画において施策
の柱の一つとして掲げた、ワーク・ライフ・バランスの推進や職場での格
差解消と女性活躍の推進に関する取組を本事業で推進する。
（1）起業相談延べ件数 目標：80件 / 実績：136件

  （2）（3）起業講座参加者数 目標：85人 / 実績：107人
（4）交流会参加者延べ数 目標：100人 / 実績：156人



事業の概要

（１） 女性起業・公益活動相談事業
女性起業家養成講座参加者のうち希望する方を含めて、令和６年度は伴走支援型の相談対応を行った。

（２）いいだ女性起業家養成講座（連続講座 基礎編６回18名・実務編５回：12名）
起業までの基礎知識、事業計画の作り方、SNSの活用などをテーマに学びを深めた。

（３）事業スキルアップ講座（５回：延べ77名）
女性が行う起業や市民活動、NPO法人活動等を対象に、事業運営に必要なスキルアップ研修（情報発信、資金調達、チラシ作成等

のテーマ）を実施した。

（４）起業どうしようかなクラブ（10回：延べ99名）・働く女性のための交流会（4回：延べ59名）

起業を考えている女性、あるいは会社や家庭（家事・育児・介護等）の様々な悩み事を、多様な視点で相談・情報交換できる仲間づく
りや自身のキャリア等についての学びの機会として実施した。
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